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◎ 特集 観光と特産品の振興による「まちづくり」の旗振り役

ＤＭＯ「㈱やさしいまち」が
動き出しています！
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㈱やさしいまちの取組み ♥
♥

♥

ＤＭＯの実施主体
　株式会社やさしいまち　代表者：坂元正照 　（設立：平成 28 年 11 月 22 日）
 ・事務所：曽木の滝公園内の「旧洞窟きのこ園」ビル
 ・電　話：0120-85-8341 または 0995-24-4631
 ・メール：8341@yasashiimachi.co.jp    ・ウェブサイト：http://yasashiimachi.co.jp/
 ・Facebook ページ ：株式会社やさしいまち

● テーマ（取組み）

地域ブランディング

　かつて島津藩が力を入れていた野草・薬草の
文化に光を当てた “身体にやさしい取組み” を
まちづくりに取り入れる試みを計画しています。
　やさしい取組みが、まちを元気にする。元気
なまちには人が集まる、訪れたくなる。そんな
まちづくりをめざして進めます。
　また、今ある資源や多くの取組みを生かした
プロモーションを推進することで、地域のブラ
ンドイメージの向上を図ります。例えば、「カ
ヌーのまち」としてアウトドアメーカーの㈱モ
ンベルとのコラボレーションによるブランドイ
メージの発信やスポーツ
を通じた交流人口の増加
の取組みなどを計画して
います。

１

３

観光

　伊佐市最大の観光地である曽木の滝・大鶴湖
周辺のグランドデザインを作成しています。
　“観て終わる” 通過型の観光から “体験型” の
観光への移行をめざし、各種ツーリズムの企画・
検討を進めています。

● 基本方針
　「今ある地域の資源を生かし、地域住民が主体となって稼げるまちへ」
　㈱やさしいまちは、地域資源（ひと・もの・自然）を生かし、地域が豊かになる
　まちづくりを行います。地域の人が主体となって稼ぐことが目標であり、取組み
　の基本方針としています。

　通過型の観光事業であっても消費や雇用が
増える事業として、特産品を開発して地元で
加工まで行い、土産物やお取り寄せ商品とし
ての需要を拡大する「６次産業化」を推進し
ます。このため、商品開発のプロであるバイ
ヤーを地域に招き、ビジネスマッチングを
行っています。
　また、大消費地である大阪府で物産展を開
催し、地域の生産者による直接販売（マーケ
ティング研修＋人材育成）など、即効性のあ
る取組みを行います。
　今秋には、関西圏の
デパートで “西郷どん
特集” を仕掛け、地元
物産のプロモーショ
ンを行う予定です。

地域経済の活性化

　３月に「やさしい市」を
　 開催（大阪府堺市）

２

ＤＭＯ「㈱やさしいまち」が動き出しています！

世　界　一
やさしいまちをめざします
やさしいまち

伊佐 さつま

４ 情報発信

　観光や特産品、イベント等の地域の魅力
的な情報を㈱やさしいまちの web ページや
SNS 等で発信します。また、これらによって
得られたデータを用いてマーケティングを行
い、効果的・効率的な事業展開の基礎資料と
して取組みに活かしていきます。
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観光と特産品の振興による「まちづくり」の旗振り役

ＤＭＯって何？

ＤＭＯ㈱やさしいまちが考えること

・二次交通の確保など

・観光地域づくりへの理解
・市民ガイドの実施

・観光施策の実施
・プロモーション等の観光振興事業
・インフラ整備（景観、道路など）
・地域資源の活用・保護
・交通政策
・各種支援措置

・「地域の食」の研究・提供
 など

・農業体験プログラムの提供
・６次産業化による商品開発
 など

・個別施設の改善など

・ふるさと名物の開発
 など

地域一体の魅力的な観光・産地づくり
戦略に基づく一元的な情報発信・プロモーション

内外の人材やノウハウを取り込みつつ、多様な関係者と連携

宿泊施設

交通事業者

地域住民

行政

飲食店

観光客の呼び込み

地域産品の販売推進
（ブランド）

観光・特産品の振興による
地域創生

農林漁業

商工業

DMO

　　DMO とは（Destination Management/Marketing Organization）の略で、マーケティングに基づく観光
戦略の策定・推進や観光事業のマネジメントを担う組織です。

　　DMO である㈱やさしいまちは、 “世界一
やさしいまち 伊佐・さつま” をスローガン
に掲げ、政策提言、まちおこし、地域ブラン
ディングの 3 つの視点から観光と特産品に
よる「まちづくり」を推進しています。
　全国各地で設立されている観光推進組織

（DMO）とは違って、単なる観光ルートの開
発に留まらず、地域が潤うための仕組みづく
りまで手掛けているのが特徴です。観光や特
産品の開発などを軸にしながら、地域の人々
がすでに取り組んでいる事業を支援し、新た
な起業・創業も促します。起業家の育成をは
じめ、人材育成に力を注ぐことで、まちその
ものを元気にし、移住を促進し、人口減少に
歯止めをかけることを考えています。
　㈱やさしいまちでは、地域に根付き、将来
に渡って継続していける事業モデルを構築し
ながら、市民の皆さんに提案していきます。
また、地域で芽生えた事業をきちんと育て上
げ、単なる “点” としての活動で終わらせる

　伊佐市とさつま町の「稼ぐ力」を広い視点
で引き出すとともに多様な事業関係者と協働
しながら、観光・特産品振興などの事業の実
施・調整を行う法人です。
　平成 28 年度に伊佐市・さつま町の観光・
特産品振興関連団体、NPO、金融機関、行
政（国・県・市）等で組織された協議会で検
討した結果、㈱やさしいまちが DMO として
誕生し観光庁に登録されました。

のではなく、事業連携や周遊ルートを設定することで、点か
ら線へ、線から面へと繋いでいくことを構想しています。現
在作成している川を有効に活
用する “川まちづくり” を含
めて、こうした構想の具体的
なまちづくりのイメージが湧
くように示していきたいと考
えています。

ＤＭＯ「㈱やさしいまち」が動き出しています！

Ｄestination
デスティネーション オーガニゼーションマネジメント

マーケティング旅行目的地 組織

管理・調整］
］誘客・販売活動

rganizationanagement

arketingＭ Ｏ

　伊佐市とさつま町を流れる川内川の流域には豊かな自然と数多くの観光資源があります。しかし、大半
が滞在型の観光につながっていません。そこで、地域内の 30 余りの観光関連団体による協議会を立ち上げ、
地域が潤う仕組みを作るための議論を重ねた結果、観光と特産品による「まちづくり」の旗振り役として
㈱やさしいまち（地域連携ＤＭＯ）が設立されました。
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ISA  CITY  HOSPITALISA  CITY  HOSPITAL

　　  下田医院
① 内科・外科
② 月 ･ 火 ･ 水 ･ 金
　 8:30 ～ 12:00、14:00 ～ 17:30
　 木 ･ 土　8:30 ～ 12:00
③ 木曜午後・土曜午後、日曜・祝日

問 伊佐市大口針持 320 番地 6
　 ℡：㉕２９３３　fax：㉕１２７８

西太良

　　  大口温泉リハビリテーション病院
① 内科・消化器科内科・循環器内科・
　 神経内科・放射線内科・
　 リハビリテーション科
② 月～金
　 8:30 ～ 12:30、14:00 ～ 17:30
　 土　8:30 ～ 12:30
③ 土曜午後・日曜・祝日・年末年始・
　 お盆
④ 内科を中心とした外来診療、長期療
　 養型の入院診療、健診事業を柱とし
　 た病院です。

問 伊佐市大口青木 3022 番地 34
　 ℡：㉒８８８８　fax：㉒４８６８

大口

　　  整形外科松元病院
① 整形外科・リハビリテーション科・
　 リウマチ科・麻酔科・皮膚科
② 月～土
　 8:30 ～ 11:30、13:15 ～ 17:00
③ 日曜・祝日・8 月 14 日・年末年始
④ リハビリ（理学・作業・言語）・通
　 所リハビリ（送迎）・訪問看護・訪
　 問リハビリを行います。

問 伊佐市大口里 491 番地２
　 ℡：㉒１１０１　fax：㉒２９４６

大口 　　  大保・川添クリニック
① 内科・循環器内科・皮膚科・小児科
② 月 ･ 火 ･ 水 ･ 金
 　8:45 ～ 12:30、14:45 ～ 18:00
　 木　8:45 ～ 12:30
　 土　8:45 ～ 12:30、14:00 ～ 17:00
③ 木曜午後・日曜・祝日
④ 羽月小学校と羽月西小学校の校医を 
　 しています。

問 伊佐市大口里 354 番地 1
　 ℡：㉒６０００　fax：㉒６００１

大口

　　  有村クリニック
① 内科・小児科・消化器科・循環器科・
　 胃腸科
② 月 ･ 火 ･ 木 ･ 金
　 8:30 ～ 13:00、14:00 ～ 18:00
　 水　8:30 ～ 13:00
　 土　8:30 ～ 13:00、14:00 ～ 16:00
③ 水曜午後・日曜・祝日

問 伊佐市大口里 1889 番地２
　 ℡：㉒１１５５　fax：㉒１８９２

大口 　　  大口病院
① 精神科・心療内科・内科
② 月～土 　8:30 ～ 11:30
③ 日曜・祝日・年末年始・お盆
④ 市内唯一の精神科医療機関として、
　こころの病や認知症などの治療、
　地域生活支援を行っています。

問 伊佐市大口大田 68 番地
　 ℡：㉒０３３６　fax：㉒１５３３

大口

　　  むらたクリニック
① 外科・内科
② 月 ･ 火 ･ 水 ･ 金
　 9:00 ～ 13:00、15:00 ～ 17:30
　 木 ･ 土　9:00 ～ 13:00
③ 木曜午後・土曜午後・日曜・祝日

問 伊佐市大口大田 1764 番地 1
　 ℡：㉒７８８８　fax：㉒９７８８

大口

　　  松崎医院
① 耳鼻咽喉科・内科・小児科
② 月 ･ 火 ･ 水 ･ 金 ･ 土
　 8:30 ～ 12:00、14:00 ～ 17:30
　 木　8:30 ～ 12:00
③ 木曜午後・日曜・祝日
④ 花粉症だけでなく、アレルギー全般
　 を診療しています。キッズスペース
　 あり。キャノン電位治療導入。

問 伊佐市大口里 2928 番地
　 ℡：㉒２６０１　fax：㉒７８０１

大口

　　  菱刈中央医院
① 内科・外科・消化器科・整形外科・
　 リハビリテーション科
② 月 ･ 火 ･ 水 ･ 金　8:30 ～ 17:30　　
　 土　8:30 ～ 17:00　
　※木曜は訪問診療のため外来なし
③ 日曜・祝日
④ 子どもから高齢者まで、内科・外科
　 問わず診療しています。介護保険や
　 在宅医療の相談にも応じます。

問 伊佐市菱刈前目 790 番地 1
　 ℡：㉖０１４０　fax：㉖０９３７

菱刈

　　  つよしクリニック
① 内科
② 月 ･ 火 ･ 木 ･ 金
　 ～ 11:00、～ 16:30
　 土　9:00 ～ 11:00
③ 水曜・土曜午後・日曜・祝日

問 伊佐市菱刈重留 1147 番地 1
　 ℡：㉖００８０　fax：㉖１１８０

菱刈

　　  水間病院
① 内科・泌尿器科（人工透析）・消化
　 器内科・皮膚科・リハビリ科・婦人
　 科
② 月～土　9:00 ～ 17:30
　 ※婦人科外来は予約制。
③ 日曜・祝日
④ 精一杯患者様のためにできることを
　 する、患者様に接する態度は笑顔で
　 優しくというのがモットーです。

問 伊佐市菱刈前目 2125 番地
　 ℡：㉖１２１１　fax：㉖２５８０

菱刈

　「救急の日」に合わせ９月９日
に伊佐市医師会、伊佐湧水消防組
合が合同で救急総合想定訓練を
行います。
　詳しくはＰ９をご覧ください。
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市民の皆さまが安心して暮らせるために、市内の医療機関を紹介します。

　月　 日は、救急の日です。９ ９

　　  古川医院
① 内科・小児科
② 月 ･ 火 ･ 金
　 9:00 ～ 12:00、16:00 ～ 18:00
　 水 ･ 木　9:00 ～ 18:00
　 土　9:00 ～ 11:30
③ 土曜午後・日曜・祝日

問 伊佐市大口曽木 1263 番地
　 ℡：㉕１１５１　fax：㉕２０５１

西太良

　　  さわたりクリニック
① 泌尿器科・腎臓内科・内科
② 月 ･ 火 ･ 木 ･ 金
　 9:00 ～ 12:00、14:00 ～ 18:00
　 水 ･ 土　9:00 ～ 12:00
③ 水曜午後・土曜午後・日曜・祝日
④ 主に腎臓、膀胱など泌尿器を診
 　ています。おしっこのことで気に
　 なることがあったら、来院されて
 　みてください。

問 伊佐市大口里 3040 番地 1
　 ℡：㉒３３２２　fax：㉒３３５０

大口

　　  なかむら産婦人科
① 産婦人科
② 月 ･ 火 ･ 水 ･ 金
　 9:00 ～ 12:30、14:30 ～ 17:30
　 木 ･ 土　9:00 ～ 12:30
③ 木曜午後・土曜午後・日曜・祝日

問 伊佐市大口上町 46 番地 12
　 ℡：㉔２２３８　fax：㉔２２３９

大口

　　  貴嶋眼科
① 眼科
② 月 ･ 火 ･ 水 ･ 金
　 9:00 ～ 12:00、14:00 ～ 18:00
　 木　9:00 ～ 12:00
　 土　9:00 ～ 12:00、14:00 ～ 16:00
③ 木曜午後・日曜・祝日・
 　8 月 13 日午後～ 15 日・
　 12 月 30 日午後～ 1 月 3 日
④白内障手術は、日帰り入院可

問 伊佐市大口上町 3 番地 3
　 ℡：㉒０１６９　fax：㉒２３９６

大口

　　  寺師医院
① 内科・消化器科
② 月 ･ 火 ･ 木 ･ 金
　 8:00 ～ 12:00、14:00 ～ 18:00
　 水 ･ 土　8:00 ～ 12:00
③ 水曜午後・土曜午後・日曜・祝日
④ 消化器がん検診精密検査医療機関、
　 日本医師会かかりつけ認定医療機関、
　 日本医師会認定産業医、大口高校学
　 校医。

問 伊佐市大口上町 12 番地 6
　 ℡：㉒２６３４　fax：㉒６０８６

大口

① 内科・小児科・放射線科
② 月 ･ 火 ･ 水 ･ 金
　 9:00 ～ 12:00、14:00 ～ 17:30
　 木 ･ 土　9:00 ～ 12:00
③ 木曜午後・土曜午後・日曜・祝日
④ 木曜午後・土曜午後は、訪問診療を 
　 行っています。

問 伊佐市大口上町 17 番地 4
　 ℡：㉒１３３５　fax：㉒１３３６

　　  日高内科大口

　　  寺田病院
① 外科・内科・整形外科・胃腸科・肛
 　門科・リハビリテーション科・耳鼻
　 咽喉科
② 月～金　～ 11:00（耳鼻咽喉科のみ
　 14:00 ～ 16:30）
③ 土曜・日曜・祝日（外科は木曜、耳
　 鼻咽喉科は水曜・土曜午後）
④ 専門外来：呼吸器外科（第２･ ４火
　 曜午後）、糖尿病内科（毎週水曜午 
　 後）、循環器内科（第１･ ３土曜午前）

問 伊佐市大口上町 31 番地 4
　 ℡：㉒１３２１　fax：㉒２９４７

大口

　　  土屋眼科
① 眼科
② 月～金
 　8:30 ～ 13:00、14:30 ～ 18:00
　 土　8:30 ～ 12:00
③ 土曜午後・第２･ ４水曜午後・
　 日曜・祝日
④予約制（電話予約可能）、
　毎週月曜日午後は手術です。

問 伊佐市大口里 3060 番地
　 ℡：㉒２６２２　fax：㉒２７９７

大口　　  県立北薩病院
① 内科・呼吸器内科・循環器内科・
　 神経内科・小児科・外科・脳神経
　 外科・放射線科・消化器内科
② 月～金　8:30 ～ 10:00
③ 土曜・日曜・祝日・年末年始（ただ
　 し ､ 急患は随時受付）
④ 糖尿病や肝臓病、リウマチ ･ 膠

こうげん

原病
　などの専門外来も行って います。

問 伊佐市大口宮人 502 番地 4
　 ℡：㉒８５１１　fax：㉒６７８３

羽月

　　  三浦医院
① 内科・循環器科・小児科
② 月～木　9：00 ～ 18：00（午後
 　受診時は要電話）
　 土　9：00 ～ 12：00
③ 金曜・土曜午後・日曜・祝日
④ 在宅訪問診療、訪問看護も行って
　 います。

問 伊佐市大口山野 5167 番地
　 ℡：㉒６９１１　fax：㉓００３４

山野

地区 医療機関名
① 診療科目
② 受付時間
③ 休診日
④ その他

問 住所
 　連絡先

掲載内容に一部変更がある
場合もあります。詳しくは、
　　　直接医療機関へお問
　　　合せください。

掲載希望の病院を掲載しています。
順不同です。
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の
が
井
下
清
で
あ
り
、
そ
の

配
下
の
御
用
商
人
・
岡
田
平

蔵
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の

ほ
か
、
梨り

え影
・
お
り
ん
・
不

二
子
・
茉
利
と
い
う
美
女
た

ち
が
小
説
の
展
開
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
と
し
て
登

場
し
、
金
権
政
治
に
ま
み
れ

た
腐
敗
政
治
家
た
ち
の
救
い
難
さ
が
、
恋
愛
の

切
な
さ
に
思
い
惑
う
男
女
の
姿
に
ま
ぶ
さ
れ
活

写
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
う
い
う
人
物
造
型

の
な
か
で
異
彩
を
放
っ
て
い
る
の
が
、
旧
幕
臣

で
、
か
つ
て
滝
山
の
親
友
で
あ
っ
た
石
川
金
之

助
で
あ
る
。

　

石
川
は
、
滝
山
の
よ
う
に
理
想
一
辺
倒
な
考

え
は
超
越
し
、
明
治
政
府
の
将
来
を
冷
静
に
見

据
え
た
知
識
人
で
あ
る
。
石
川
の
ス
タ
ン
ス
は
、

西
郷
党
や
大
久
保
党
の
ど
ち
ら
に
も
偏
す
る
こ

と
な
く
、
い
さ
さ
か
ニ
ヒ
ル
で
は
あ
る
が
、
正

確
な
批
評
家
と
し
て
の
立
場
を
標
榜
す
る
。
そ

れ
は
、
時
代
の
波
に
乗
っ
た
薩
長
藩
閥
側
で
は

な
く
、
滅
ぼ
さ
れ
衰
退
し
て
行
く
敗
者
の
側
か

ら
繰
り
出
さ
れ
る
冷
徹
な
批
評
精
神
と
見
る
べ

き
も
の
で
あ
る
。

　
「
明
治
太
平
記
」
に
は
、
成
立
し
て
間
も
な

い
近
代
国
家
と
し
て
の
明
治
政
府
が
打
ち
出
し

た
「
廃
藩
置
県
」
等
に
関
す
る
用
語
の
説
明
が
、

極
め
て
簡
潔
に
分
か
り
や
す
く
提
示
さ
れ
て
い

る
。「
政
治
的
に
は
、封
建
制
度
の
廃
止
で
あ
り
、

大
名
と
し
て
は
、
先
祖
の
武
勲
功
績
に
よ
っ
て

獲
得
し
た
、
い
わ
ば
私
有
財
産
で
あ
る
土
地
を
、

　

歴
史
解
釈
に
「
～
れ
ば
」「
～
た
ら
」
と
い

う
仮
定
の
話
は
禁
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
海
音

寺
文
学
の
到
達
点
か
ら
そ
の
文
業
を
振
り
返
っ

た
時
、「
明
治
太
平
記
」
３
部
作
お
よ
び
「
人

間
」
５
部
作
（「
二
本
の
銀
杏
」「
火
の
山
」「
風

に
鳴
る
樹
」）
が
当
初
の
意
図
に
反
し
て
未
完

に
終
わ
ら
ざ

る
を
得
な
か

っ
た
事
実
は

惜
し
ま
れ
て

な
ら
な
い
。

鹿
児
島
純
心
女
子
大
学
教
授　

古
閑　

章

―
作
品
テ
ー
マ
―

　

１
８
６
８
（
慶
応
４
）
年
、
徳
川
幕
府
を
倒

し
た
明
治
新
政
府
は
、
明
治
３
～
４
年
頃
に
は

早
く
も
薩
長
藩
閥
専
制
の
弊
害
に
よ
る
汚
職
事

件
を
頻
発
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
明
治

３
年
７
月
に
は
、
初
代
文
部
大
臣
・
森
有
礼
の

兄
・
横
山
安
武
が
「
時
弊
十
箇
条
」
を
集
議
院

に
投
じ
、
門
前
で
腹
を
切
り
諫か

ん
し死
し
た
。
そ
し

て
翌
年
に
は
、
長
州
藩
出
身
の
大お

お
く
ら蔵
大た
ゆ
う輔
・
井

上
馨か

お
る（
作
品
で
は
井
下
清
）
が
黒
幕
で
主
導
し

た
尾お

さ
り
さ
わ

去
沢
銅
山
払
い
下
げ
事
件
が
起
き
る
の
で

あ
る
。

　
「
明
治
太
平
記
」
の
中
心
点
は
、
国
家
権
力

を
笠
に
着
た
悪
徳
政
治
家
と
そ
の
子
分
が
、
尾

去
沢
銅
山
の
利
権
獲
得
に
奔
走
す
る
醜
悪
な
有

様
を
的
確
に
描
き
つ
つ
、
そ
れ
に
敢
然
と
立
ち

向
か
う
旧
会
津
藩
士
・
滝
山
修
平
の
奮
闘
を
真

っ
向
か
ら
対
決
さ
せ
る
構
図
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

滝
山
の
側
に
は
、
政
府
高
官
の
汚
職
や
腐
敗

政
治
に
批
判
的
な
司
法
卿
・
江
藤
新
平
や
参
議
・

西
郷
隆
盛
お
よ
び
桐
野
利
秋
が
お
り
、
滝
山
は

桐
野
の
援
助
を
受
け
な
が
ら
江
藤
の
も
と
で
尾

去
沢
銅
山
の
払
い
下
げ
問
題
の
調
査
に
当
た
る
。

こ
れ
に
徹
底
的
に
横
や
り
を
入
れ
邪
魔
を
す
る

海
音
寺
潮
五
郎

没
後
40
年  

―
そ
の
人
間
性
や
文
学
の
魅
力
を
探
る
―

伊
佐
が
生
ん
だ
偉
大
な
歴
史
作
家

全
６
回
連
載

　

第
四
回　
「
明
治
太
平
記
」
を
読
む
（
下
）

没
収
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
統
治
権
を
喪
失
す

る
こ
と
で
あ
り
、
武
士
と
し
て
は
、
失
業
で
有

り
、
人
民
と
し
て
は
、
父
祖
代
々
な
じ
ん
だ
殿

様
と
別
れ
て
、
ど
こ
の
馬
の
骨
と
も
知
れ
な
い

中
央
派
遣
の
地
方
官
に
よ
っ
て
、
治
め
ら
れ
る

こ
と
で
あ
っ
た
」
と
断
言
さ
れ
る
と
、
な
る
ほ

ど
そ
う
か
と
納
得
す
る
。
そ
し
て
こ
の
未
曾
有

の
大
改
革
は
、
天
皇
が
渙か

ん
ぱ
つ発
し
た
一
枚
の
詔
書

に
よ
っ
て
何
の
混
乱
も
な
く
断
行
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
海
音
寺
は
そ
う
し
た
現
象
を
あ
ま
り

に
も
自
己
の
権
利
に
無
自
覚
な
国
民
性
の
現
れ

で
あ
り
、
や
が
て
そ
の
無
抵
抗
性
が
昭
和
期
の

軍
閥
の
台
頭
と
暗
黒
政
治
を
呼
び
込
む
こ
と
に

な
っ
た
と
見
な
し
て
い
る
。
明
治
維
新
の
急
所

を
睨に

ら

ま
え
る
こ
と
は
、
世
界
に
誇
り
う
る
ス
ピ

ー
デ
ィ
な
制
度
改
革
の
成
功
を
検
証
し
な
お
す

と
と
も
に
、
日
本
人
の
問
題
性
を
再
考
す
る
機

縁
と
も
な
る
の
で
あ
る
。

　
「
明
治
太
平
記
」
の
第
２
部
で
は
佐
賀
の
乱

を
メ
イ
ン
に
し
つ
つ
、
神じ

ん
ぷ
う
れ
ん

風
連
（
熊
本
）、
萩

（
山
口
）、
秋
月
（
福
岡
）
等
の
不
平
士
族
の
乱

に
及
び
、
第
３
部
に
お
い
て
西
南
戦
争
を
活
写

す
る
予
定
で
あ
っ
た
と
言
う
。

　

冒
頭
の
「
～
れ
ば
」「
～
た
ら
」
論
議
が
禁

句
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
そ
れ
で

も
あ
え
て
望

ぼ
う
し
ょ
く蜀
の
嘆た
ん

を
繰
り
返
し
た
く
な
る
の

は
、
こ
の
作
品
が
あ
た
か
も
死
ん
だ
子
の
年
を

数
え
る
親
に
似
た
心
境
に
陥
ら
せ
る
か
ら
で
あ

る
。
史
伝
「
西
郷
隆
盛
」
が
「
上
野
戦
争
」
で

断
た
れ
た
ま
ま
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
で

あ
ろ
う
。
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　  必要事項
①愛称（漢字の時はふりがな）
②愛称の説明（理由）③住所④氏名（ふりがな）
⑤性別⑥年齢⑦電話番号
⑧勤務先（学生の場合は学校名と学年）
※持参する場合は市民課及び地域総務課に備
　え付けてある応募箱に投函してください。

　  応募規定
❶応募点数に制限はありませんが、応募用紙（応
　募方法についても同じ）１枚につき１点とし、
　自作未発表作品に限ります。
❷第三者が法令に基づく著作権、商標権等の権
　利を有しているものを利用していないこと、
　他の愛称と同一または類似していないものと
　します。
❸採用作品の著作権等の権利は、市に帰属しま
　す。また、作品の一部表記や言い回しを変え
　て使用することがあります。

応募・問い合わせ先　〒８９５―２５１１
　　　　　　　　　　伊佐市大口里１０９２番地　環境政策課
　　　　　　　　　　☎㉒１０６０・　 ㉒１０６９・　 kankyo@city.isa.lg.jp

　  そ の 他　
1応募作品は返却しません。審査内容に関する
　問い合わせにはお答えできません。
2採用作品が著作権等の権利を侵害する恐れが
　ある場合は、採用を取り消します。既に賞品
　を受けとった後にその事実が判明した場合は、
　返還していただきます。
3記載いただいた個人情報は、本業務に関する
　目的以外には使用しません。

　  表　　彰
1応募の中から選考し決定します。
　○最優秀賞１点 ：表彰状と副賞（２万円相当）
　○優 秀 賞２点 ：表彰状と副賞（５千円相当）
　を贈ります。
2受賞者は平成 30 年４月（予定）の落成式典
　で表彰します。市の広報紙やホームページで
　受賞者の氏名、自治会・勤務先または学校名
　等を掲載します。
3採用された愛称に多数の応募があった場合は、
　抽選により入賞者を決定します。

　  応募方法
　専用の応募用紙、はがき、A ４サイズの用紙
などに必要事項を記入のうえ、郵送、持参、
FAX またはメールで応募してください。
　専用の応募用紙は市民課（大口庁舎）・地域
総務課（菱刈庁舎）にあるほか、市ホームペー
ジ（http://www.city.isa.kagoshima.jp）からも
ダウンロードできます。

　  応募資格
　伊佐市内に住所がある人または通勤・通学し
ている人

　　　　　※郵送の場合は 10 日消印有効
募集期間　９月１日（金）～ 10 月 10 日（火）

　曽木地区に建設中の衛生センターは、

市内の一般家庭や事業所から排出され

るし尿や浄化槽汚泥を環境にやさしく

処理し、自然にかえすための施設です。

この施設の役割を市民の皆さんに理解

していただけるよう、親しみやすく、

覚えやすい愛称を募集します。

▽伊佐市衛生センター完成予想図（平成 30 年４月供用開始予定）

新しい衛生センターの
愛称を募集します

新しい衛生センターの
愛称を募集します

　
　
　
　
　
　
　

　　
　　

　環境にやさしい
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納期内の納付にご協力ください
　税は福祉や教育、道路整備など、私たちが安心して健康な暮らしを営むうえで
さまざまな行政サービスに必要な財源です。

　納期内に納められない事情のあ
る人はお早めにご相談ください。
　督促や催告を放置しても問題の
解決にはなりません。
　お困りのときにはまず、ご相談ください。平
日の昼間に時間の取れない人は連絡をいただけ
れば時間外でも対応します。

お困りのときはまず納税相談

税の納期 毎月、広報いさお知らせ版でお知らせします 問い合わせ先　税務課収納管理係　☎㉓１３１１

◆税金の納付は最優先です
　法律（地方税法第 14 条）により、借金を含む全
ての債権より優先されます。「借金があるから納税
できない」というのは間違いです。

　　　　　（納期限までに税金等を完納しなかった場合）

　「口座振替」は納税者の指定した預貯金口座から、市税・
保険料などを自動的に振り替えて納付するものです。
　口座振替を利用すると納め忘れがなく確実に納期限日
に納付できるので便利です。また、納付窓口に出向く必
要もないので交通手段のない高齢者にもおすすめです。
　市内各金融機関に「口座振替依頼書」・「自動払込利用
申込書」が備え付けられています。引き落とされる通帳
と届出印を持って手続きしてください。
　手続きは納税者毎にする必要があります。固定資産税
などの共有名義などは通知書をお持ちになるなどして気
を付けて手続きしてください。　

口座振替（自動払込）おすすめ！
確実
便利

市税を納付する期間です。
（条例で定める日）

督促料も支払わなくてはなりません。
以後延滞金が加算されることがあり
ます。
督促状発送から10日経過しても完
納していない場合、差し押さえの対
象になってしまいます。

給与・預金等の差し押さえ、捜索（※）、
強制換価などが行われます。
※捜索とは、滞納者の居住などで財
　産を発見するために行う強制捜査
　です。

滞納者が所有している財産につい
て調査します。

納付しなかった場合

納期

督促状

財産調査

滞納処分

　納税は国民の義務で多くの納税者が納期
内に自主的に納付（自主納付）しています。
納期内に納付していただけないときは、督
促状を送付しなければならず、本来の行政
サービスに使われるべき税金がその経費に
充てられます。
　督促状は「納付のお知らせ」ではありま
せん。督促状を受け取ってから納付するの
ではなく、「自主納付」の大切さをご理解
いただき、納期内納付にご協力ください。

　定められた納期限までに納税しないこと
を「滞納」といいます。
たとえ、うっかりの納め忘
れや不注意であっても納期
限を過ぎたら「滞納」です。

　納期内に収めた人との公平を図るため、納期限の
翌日から納付した日までの日数に応じ、延滞金（現
行：1 か月以内 2.7％／年　それ以降 9.0％／年）が
加算されます。

　滞納者に督促状を送付し、さらに文書や電話で納
税を促します。
　それでも滞納したままの状態が続くと、大切な市
税を確保するためにやむを得ず財産（給与、預貯金、
不動産など）を差し押さえ、公売するなどの「滞納
処分」を行います。
　滞納処分は自主的に納税していただけない場合に
法律に基づく手続きで市税等の確保を図るものです。
財産の差し押さえは本人の承諾の有無にかかわらず
行います。

自主納付

滞　　納

延  滞  金

滞納処分
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「救急の日」訓練総合防災訓練
　９月９日の「救急の日」に合わせ、伊佐市医師会、
伊佐湧水消防組合が合同で、救急総合想定訓練を実
施します。
　災害現場で関係機関との相互連携を保持するため
に、情報伝達、救助、救護、搬送等の訓練を行います。
日　　時　９月９日（土）14 時～
　　　　　※小雨決行（雨天中止）
場　　所　大口元気こころ館駐車場　
参加団体　伊佐市医師会
　　　　　伊佐市医師会立准看護学校
　　　　　伊佐湧水消防組合

問い合わせ先　伊佐湧水消防組合　☎㉒０１１９

　サイレン、緊急速報
メール、エリアメールが鳴ります。
　９月３日（日）午前８時、伊佐市総
合防災訓練の実施に伴い、伊佐市全域
でサイレン吹鳴を行います。また、携
帯電話をお持ちの人には伊佐市役所か
ら緊急速報メール及びエリアメールを
発信します。（内容：避難勧告発令）
※受信に支障がある人は、各自設定
　をお願いします。（機種により異な
　ります。）
問い合わせ先
総務課交通消防防災係　☎㉓１３１１

ボランティアガイドが案内する
ウォーキング大会参加者募集

　曽木の滝公園から曽木第一発電所遺構や分水路など約７キロのコースをボランティアガイド
「伊佐の風」が案内します。ウォーキング終了後、抽選会があります。

日　時 ９月 10 日（日）

９時～ 12 時
受付８時 30 分～
※小雨決行

集合場所　曽木の滝公園
募集人員　先着 100 人
参 加 費　300 円（保険加入費・資料代）
※昼食はありません。飲み物は各自持参してください。
申込方法　住所・氏名・年齢・性別・連絡先を伊佐ＰＲ課
　　　　　に電話かＦＡＸでお知らせください。
申込期限　９月８日（金）
申込・問い合わせ先
伊佐ＰＲ課交流ＰＲ第２係　☎㉙４１１３・　㉒９４２０

  案内コース
曽木の滝公園　→　第一発電所遺構　→
新曽木大橋　→　分水路　→
第二発電所遺構展望台　→　曽木の滝公園
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　夏の交通事故防止運動が７月 21 日から
31 日まで行われました。
　21 日の推進セレモニーの後にタイヨー大
口店前で街頭キャンペーン「キクばり（気配
り）大作戦」が行われ、５団体、約 100 人
が参加しました。運転者にキクやチラシ等を
手渡し安全運転を呼びかけました。

キクばり大作戦

　7 月 29 日、大口中心商店街で夏の恒例イベント
「伊佐市夏祭り」が開催されました。祭りは市内幼
稚園・保育園などが参加したお神輿パレードからス
タートし、暑さに負けない大きな掛け声に沿道から

は声援がおくられました。
　ステージショーではチーム
ちむどんがオープニングをつ
とめ、市内外６チームのダン
スバトルと一般参加のそうめ
ん早食い対決で大盛り上がり。
夜の総手踊りでは、それぞれ
個性的な衣装の踊り手 34 団
体 1,450 人 が 参 加 し、 来 場
者と一緒に楽しみました。

アツい 1 日　伊佐市夏祭り

　６月に熊本県のえがお健康スタジアムで行
われた円盤投げの高校総体予選で、大口明光
学園 3 年生の谷口詩音さんが 3 位入賞しま
した。記録は 37.39 ｍです。
　今大会で自己新記録を更新し、7 月 29 日
から 8 月 2 日まで山形県で行われた全国大
会へ出場しました。

円盤投げでインターハイ出場
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　7 月 20 日から 21 日まで熊本県で「九州・
沖縄地区青年農業会議」が行われました。
　鹿児島県代表として出席した橋口勇士さん

（築地）は、県の子牛育成マニュアルを改良
した「橋口マニュアル」について発表し、プ
ロジェクト発表の部で優秀賞（2 位）を受賞
しました。
　橋口さんは 3 月に東京都で行われる全国
青年農業者会議に出場します。

　日本航空株式会社（JAL）が実施した「日
本の國酒（九州本格焼酎）応援プロジェクト」
で大山酒造合名会社の「伊佐大泉」が芋焼酎
部門のグランプリを受賞しました。
　応募があった 42 蔵元、76 銘柄のうち芋・
黒糖・その他の 3 部門で審査員による選考
が行われ、グランプリ・準グランプリに選ば
れた 6 銘柄は、JAL 国際線ファーストクラス
ラウンジ等で提供されます。
　8 月 22 日に行われた授賞式では、6 社を
代表して大山酒造の杜

と う じ

氏、山下昭悟さんが
「これを機に本格焼酎を一人でも多くの人に
知ってもらい、飲んでいただけるように頑張
りたい」とあいさつしました。

　今年も 8 月 15 日終戦の日に、伊佐市文化
会館で戦没者追悼式が挙行されました。
　遺族や市の関係者など約 150 人が参列し、
ラジオ放送の正午の時報に合わせ、1 分間の
黙とうを捧げました。式典では伊佐市遺族会
の代表らが平和への思いを述べた後、参列者
全員で献花を行いました。
　終戦 72 年目を迎え、遺族の高齢化が進む
なか、参列者の中には小学生の姿も見られま
した。先の大戦を知らない若い世代に、戦争
の悲惨さや平和の尊さを語り継いでいくこと
が必要です。

青年農業会議で優秀賞日本の國酒応援プロジェクト
　グランプリ受賞

第 9 回伊佐市戦没者追悼式

　７月 30 日、鹿児島アリーナで行われた少
林寺流錬心館第 47 回全国空手道選手権大会

（中学生型の部）において、林嵩
た か と

翔さんが３
位入賞しました。
　今大会は全国だけでなくアメリカ・台湾の
選手も出場し、小学校低学年から一般まで約
900 人が型・組試合で競い合いました。

全国空手道選手権大会
３位入賞
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　７月 25 日、大口ふれあいセンターで「ニ
ューファーマーのつどい」が開かれました。
　今年度は５人が就農し、伊佐市の農業の未
来を担う農家としての意気込みを語りました。
＜写真左から・敬称略＞
田中義幸・美和（上松）水稲・根深ねぎ
久保仁（湯之元）根深ねぎ
德田大士（上目丸）タバコ・根深ねぎ
中村翔平（小川内）畜産・水稲
＜写真なし＞
小原春美（富ヶ丘）畜産・かぼちゃ

新規就農者　励ましの会

　９月下旬頃、針持と大田（写真）の農道で
ヒガンバナが見頃を迎えます。どちらも周辺
の田んぼが黄金色に色づき、より一層秋らし
い景色をご覧いただけます。ぜひ散策してみ
てはいかがでしょうか。
　＜場所＞
　針持：針持駐在所を過ぎた先の農道
　大田：国道 268 号を水俣方面に進み、郡
　　　　山八幡神社入り口の手前約 100 ｍ
　　　　を左折

ヒガンバナ見頃情報！

　京都府の福知山公立大学が行っている、全
国の高校生から地域活性化策のアイデアを募
集するコンテスト「田舎力甲子園」において、
大口高校２年生の時田菜美姫さんが奨励賞を
受賞しました。
　時田さんは「Cows save our hometown!」
と題して、牛を活用した地域活性化について
提案しました。
　「祖父母の家で牛のお世話を手伝いながら
研究した。今回調べて分かったことをこれか
らに生かしたい」と学校での課題研究や地域
活性化へ意欲を話しました。

田舎力甲子園で奨励賞

　新曽木水力発電所の運営を行っている株式
会社工営エナジーから、観光や小・中学校の
学習等に関する地域貢献費として多額の寄附
をいただきました。ありがとうございます。
　同社と伊佐市は平成 23 年に「曽木の滝再
生可能エネルギー創出事業」実施協定を結ん
でおり、平成 25 年からは毎年寄附をいただ
いています。
　８月９日に、吉田克己代表取締役社長から
市長へ目録が手渡されました。

㈱工営エナジーからご寄附

　京都府の福知山公立大学が行っている、全
国の高校生から地域活性化策のアイデアを募
集するコンテスト「田舎力甲子園」において、
大口高校２年生の時田菜美姫さんが奨励賞を
受賞しました。
　時田さんは「Cows save our hometown!」
と題して、牛を活用した地域活性化について
提案しました。
　「祖父母の家で牛のお世話を手伝いながら
実験した。今回調べて分かったことをこれか
らに生かしたい」と学校での課題研究や地域
活性化へ意欲を話しました。
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問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
課
こ
ど
も
健
康
係　

☎
㉓
１
３
１
１

ロタウイルス胃腸炎の予防

感
染
し
た
と
き
に
症
状
が
強
く

出
ま
す
。
脱
水
症
状
が
ひ
ど
く

な
る
と
点
滴
や
入
院
が
必
要
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
の
症
状

　

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る

と
、２
～
４
日
の
潜
伏
期
間（
感

染
か
ら
発
病
ま
で
の
期
間
）
の

後
、
水
の
よ
う
な
下
痢
や
嘔
吐

が
繰
り
返
し
起
こ
り
ま
す
。
そ

の
後
、
重
い
脱
水
症
状
が
数
日

間
続
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
発

熱
や
腹
部
の
不
快
感
な
ど
も
よ

く
み
ら
れ
ま
す
。
合
併
症
と
し

て
、
け
い
れ
ん
、
肝
機
能
異

常
、
急
性
腎
不
全
、
脳
症
、
心

筋
炎
な
ど
が
起
こ
る
こ
と
が
あ

り
、
死
に
至
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
意
識
の
低
下
や
け
い
れ
ん

等
の
症
状
が
み
ら
れ
た
ら
、
速

や
か
に
、
近
く
の
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

日
本
で
の
発
生
状
況
等

　

日
本
の
患
者
数
は
年
間
80
万

人
ぐ
ら
い
で
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

性
腸
炎
に
よ
る
死
亡
例
は
、
日

本
国
内
で
毎
年
2
～
18
人
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
（
平
成
12
年

～
24
年
厚
生
労
働
省
人
口
動
態
統
計
）。

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防

　

感
染
を
広
げ
な
い
た
め
に
は
、
オ
ム
ツ
の
適
切
な
処
理
、
手

洗
い
の
徹
底
な
ど
が
必
要
で
す
。
オ
ム
ツ
を
交
換
す
る
時
に
は

使
い
捨
て
の
ゴ
ム
手
袋
な
ど
を
使
い
、
ポ
リ
袋
な
ど
に
入
れ
て

捨
て
ま
す
。
手
洗
い
は
指
輪
を
は
ず
し
、
せ
っ
け
ん
で
30
秒
以

上
も
み
洗
い
を
し
ま
す
。
衣
服
が
便
や
嘔
吐
物
で
汚
れ
た
と
き

は
、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
家
庭
用
塩
素
系
漂
白
剤
）
で

つ
け
お
き
消
毒
し
た
後
、
他
の
衣
服
と
分
け
て
洗
濯
し
ま
し
ょ

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
胃
腸
炎
と
は
？

　

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
胃
腸
炎
は
、

乳
幼
児
に
多
く
起
こ
る
ウ
イ
ル

ス
性
の
胃
腸
炎
で
、
５
歳
ま
で

に
ほ
ぼ
す
べ
て
の
子
ど
も
が
感

染
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
が
強

く
、
10
～
１
０
０
個
程
の
ロ
タ

ウ
イ
ル
ス
が
口
か
ら
入
る
こ
と

で
感
染
し
ま
す
。
ロ
タ
ウ
イ
ル

ス
胃
腸
炎
の
患
者
の
便
に
は
大

量
に
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
患
者
の
便
を
処
理

し
た
後
、
十
分
に
手
洗
い
を
し

て
も
、
手
や
爪
に
数
億
個
の
ウ

イ
ル
ス
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
が
付
い

た
手
な
ど
か
ら
感
染
が
広
が
っ

て
い
き
ま
す
。
大
人
は
ロ
タ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
を
何
度
も
経
験

し
て
い
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の

場
合
、
症
状
が
出
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
乳
幼
児
は
水
の
よ
う
な

下
痢
、
吐
き
気
、
嘔お
う
と吐
、
発
熱
、

腹
痛
な
ど
の
激
し
い
症
状
が
出

る
こ
と
が
多
く
、
特
に
初
め
て

　市では平成 27 年度からロタウイルス予
防接種の全額助成を
行っており、無料で接
種することができます。
生後１か月目と２か月
目に市役所から案内通
知をお送りします。

う
。
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に

は
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の

消
毒
液
は
あ
ま
り
効
果

が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
の
こ
と
を
行
っ
て
も

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染

力
が
非
常
に
強
い
の
で
、

完
全
に
予
防
す
る
こ
と

は
困
難
で
す
。
日
本
で

は
、
２
種
類
の
ワ
ク
チ

ン
が
承
認
さ
れ
て
い
て
、

乳
児
を
対
象
に
任
意
で

接
種
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
参
考 

厚
生
労
働
省 

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
】
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南三陸だより
Vol. 65

　

　

レ シ ピ

みょうがと青じそ
　入り梅ご飯

〈作り方〉　
①梅干しは種を除き、細かくたたいて刻む。
②みょうがは小口切りにして①と混ぜ合わ
　せる。
③熱いごはんに②とちりめんじゃこを加え、
　粘りを出さないように混ぜる。
④細切りにした青じそを加え、さっと混ぜ
　る。

生
Vol.83

「木陰の涼しさがただよう爽やか混ぜご飯」

〈材　料〉（４人分）
梅干し　　　　大２個
みょうが　　　２個
青じそ　　　　20 枚
ちりめんじゃこ　大さじ２
熱いごはん　　600g

　

7
月
15
日
、
南
三
陸
町
の
夏

の
風
物
詩
で
あ
っ
た
海
水
浴
場

『
サ
ン
オ
ー
レ
そ
で
は
ま
』
が

震
災
か
ら
６
年
を
経
て
再
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
連
日
多
く

の
家
族
連
れ
等
が
訪
れ
て
お

り
、
震
災
前
の
に
ぎ
わ
い
が
ま

た
一
つ
戻
っ
た
こ
と
で
、
町
民

に
と
っ
て
は
忘
れ
ら
れ
ぬ
夏
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
毎
月
11
日
は
『
南
三

陸
町
安
全
・
安
心
の
日
』と
な
っ

て
お
り
、
広
報
等
で
災
害
へ
の

備
え
な
ど
の
周
知
が
あ
り
ま
す
。

私
は
業
務
上
、
町
民
の
お
宅
を

訪
問
す
る
機
会
が
多
い
の
で
す

が
、
食
料
の
備
蓄
な
ど
災
害
へ

の
備
え
の
意
識
が
強
く
感
じ
ら

れ
ま
す
。
自
然
災
害
は
思
わ
ぬ

時
に
や
っ
て
き
ま
す
。
日
頃
か

ら
事
前
の
備
え
を
し
て
お
く
こ

と
で
、
被
害
を
少
し
で
も
減
ら

す
こ
と
が
で
き
る
と
、
こ
の
町

で
働
き
な
が
ら
再
確
認
し
ま
し

た
。

　

私
が
こ
の
町
で
教
わ
っ
た
備

え
を
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

役
に
立
て
ば
幸
い
で
す
。

【
備
蓄
品
の
豆
知
識
】

○
１
日
に
最
低
限
必
要
な
飲
料

　

水
の
量
は
１
人
１
リ
ッ
ト
ル

　

程
度
。

○
調
理
用
な
ど
、
飲
料
水
以
外

　

の
水
は
１
日
３
リ
ッ
ト
ル
程

　

度
（
１
人
分
）
あ
れ
ば
安
心
。

○
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法

　

保
存
食
は
用
意
せ
ず
、
普
段

買
う
２
倍
の
量
の
食
料
品
を
買

う
。
古
い
も
の
か
ら
順
に
半
分

使
い
き
っ
た
ら
、
そ
の
分
と
同

じ
量
を
購
入
す
る
。
常
に
食
料

が
余
分
に
あ
る
状
態
を
キ
ー
プ

し
、
普
段
の
生
活
で
備
蓄
が
で

き
る
。　
　
　
　
（
前
田
祐
太
）

み
ょ
う
が

サンオーレそではま
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◎海音寺潮五郎記念	
　「読書感想文・画コンクール」
　対象：小・中・高校生　　締切：９月 29 日（金）

図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】

※市ホームページの新刊案内で上記以外の本も紹介しています。
　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時

【図書館へ献本】
牟田島孝男さん　（伊佐市）
中園倫さん　　　（鹿児島市）

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童

　カオスが動きだすと、
中からふしぎなものが
出てきます。「わたし」
は空飛ぶ玄関マットに
乗ってカオスを探しま
すが、出会ったのは奇
想天外な人たちで…。

「ギュレギュレ！」の
姉妹編。
　所蔵館：両館

　会社の出向で移り住ん
だ岩手で、ただひとり心
を許した同僚の日浅。い
つしか疎遠になった男の
もう一つの顔に、「3.11」
以後、触れることになる
のだが…。崩壊の予兆と
人知れぬ思いを繊細に描
く。
　所蔵館：両館

影裏　沼田真佑

（出版：偕成社）

一  般

（出版：文藝春秋）

空で出会ったふしぎな人たち　斉藤洋

【　児　童　】 所蔵館
リンちゃんとネネコさん 森山京 両館
お船がかえる日　チョプラン漂流記 小林豊 両館
本の子 オリヴァ―・ジェファーズ 菱刈

【　一　般　】 所蔵館
祝言島 真梨幸子 両館
決戦！関ケ原 ２ 葉室麟ほか 両館
毎日食べたい混ぜごはん 秋元薫 菱刈

【イベント情報】
ブックスタート
日　時　９月 12 日（火）4 か月健診時
場　所　まごし館
内　容　赤ちゃんと保護者へ絵本等プレゼント
ふれあいメルヘンひろば
日　時　９月 23 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティアによる大型絵本や紙芝居の読み聞
　　　　かせ

○

【９月の図書館カレンダー】
日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

○
○

図書館
  キャラクター

さ
く
ら

いさと

伊
佐
図

英語絵本の読み聞かせ
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１
１
０
番
だ
よ
り

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

長
寿
介
護
課
地
域
包
括
支
援
係　

☎
㉓
２
３
７
７

　
「
住
み
慣
れ
た
家
で
自
分
ら
し
い
暮

ら
し
を
続
け
た
い
！
」
誰
も
が
持
っ
て

い
る
願
い
を
実
現
す
る
た
め
に
、
全
国

で
介
護
予
防
活
動
を
入
り
口
に
し
た
地

域
づ
く
り
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
高
齢
者
が
増
加
す
る
半
面
、

介
護
の
担
い
手
は
減
少
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
介
護
予
防
活
動
を
通
じ

て
元
気
な
高
齢
者
が
増
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
地
域
の
一
員
で
、
支
え
手

で
も
あ
り
ま
す
。
一
緒
に
こ
れ
か
ら
の

生
活
に
必
要
な
取
組
み
を
考
え
て
み
ま

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る
「
人
生
の
年
輪
」

介
護
予
防
か
ら
始
ま
る
地
域
づ
く
り

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

９
月
の
対
象
活
動

○
健
康
相
談
、
元
気
ア
ッ
プ
ポ
イ

　

ン
ト
忠
元

し
ょ
う
。

　

今
回
、
宮
城
県
仙
台
市
よ
り
鈴
木
玲

子
氏
（
東
北
福
祉
大
学
）
を
お
招
き
し
、

東
日
本
大
震
災
後
の
地
域
支
援
の
実
例

を
も
と
に
講
演
会
及
び
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。※申込方法など、詳しくは「広報いさ」

　９月 15 日号のチラシをご覧ください。

日時　10 月 1 日（日）
　　　13 時 30 分～ 15 時 30 分
講演　「介護予防から始まる地域づ
　　　くり」～長生きではなく、“健
　　　康で長生き” するために～

サ
イ
ト
の
罠
が
少
年
を
ね
ら
う
！

　
出
会
い
系
サ
イ
ト
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ト
で
の
被
害
者
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
３
つ
の
約
束
で
未
然
に
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
出
会
い
を
求
め

　
る
書
き
込
み
を
し
な
い
！

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
知
り
合
っ
た

　
相
手
と
は
直
接
会
わ
な
い
！

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
個
人
情
報
・
写

　
真
の
掲
載
を
し
な
い
！

◇
ネ
ッ
ト
で
の
犯
罪
被
害
が
過
去
最
多

　

平
成
28
年
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト

を
通
じ
て
、
児
童
買
春
や
児
童
ポ
ル
ノ

等
の
犯
罪
被
害
に
あ
っ
た
子
ど
も
は
１
、

７
３
６
人
（
前
年
比
＋
84
人
）
で
過
去

最
多
。
被
害
に
あ
っ
た
子
ど
も
の
半
分

以
上
を
高
校
生
が
占
め
る
。

◇
自
画
撮
り
の
裸
写
真
を
送
信
さ
せ
ら

　
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
加

　

自
画
撮
り
被
害
に
あ
っ
た
子
ど
も
は

４
８
０
人
（
前
年
比
＋
１
０
４
人
）
で

増
加
傾
向
に
あ
り
、
７
割
強
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
使
用
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
た
こ
と
に
よ
る
。

被
害
に
あ
っ
た
子
ど
も
の
半
分
以
上
を

中
学
生
が

占
め
る
。

保
護
者
の
皆
さ
ま
へ

●
家
族
の
ル
ー
ル
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

　

日
頃
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用

方
法
に
つ
い
て
子
ど
も
と
よ
く
話
し
合

い
、
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
な
ど
よ
く
話
を

聞
き
ま
し
ょ
う
。

●
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
（
ネ
ッ
ト
に
ひ
そ

　
む
危
険
か
ら
子
ど
も
を
守
る
ソ
フ
ト
）

　
を
必
ず
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

携
帯
電
話
販
売
店
に
相
談
し
て
、
子

ど
も
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

●
ど
う
い
う
手
口
で
被
害
に
あ
う
か
知

　
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

警
察
で
は
、
最
新
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る

犯
罪
の
形
態
を
照
会
し
て
い
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
係
る
児
童
の
犯

罪
被
害
等
防
止
啓
発
（http://w

w
w

.k
eisatukyoukai.or.jp/untitled29.
htm

l

）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

日時　10 月 2 日（月）
　　　10 時～ 12 時
講習　「玄米ダンベル体操講習」

講師　鈴木玲子氏

共通事項

介護予防講演・講習会

①介護予防や生活習慣病予防に取り
　組みたい人ならどなたでも参加で
　きます。
②両日とも大口ふれあいセンターで
　開催します。
③高齢者元気度アップ・ポイント事
　業の対象です。
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広告

お
知
ら
せ

募
　
　
集

職
務
内
容

　

学
校
図
書
室
を
巡
回
し

図
書
の
貸
し
出
し
・
読
み
聞
か

せ
・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
・
館
内
整
理

な
ど
図
書
に
関
す
る
業
務

勤
務
日
数　

月
17
日

勤
務
時
間　

8
時
15
分
～
16
時
45
分

報
　
　
酬　

月
額
１
４
０
、
０
０
０
円

※
雇
用
・
健
康
・
厚
生
年
金
・
労
災
保
険
等

　

の
社
会
保
険
に
加
入
、
通
勤
手
当
支
給

勤
務
場
所　

市
内
小
・
中
学
校

雇
用
期
間

　

12
月
1
日
～
平
成
30
年
3
月
31
日

※
更
新
あ
り

募
集
人
員　

1
人

応
募
資
格

　

採
用
後
、
伊
佐
市
に
定
住
す
る
人
で
、
次

の
事
項
に
該
当
す
る
人

①
昭
和
42
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
9
年
4
月

　

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

②
図
書
司
書
の
資
格
を
有
す
る
人

③
普
通
自
動
車
免
許
取
得
の
人

④
健
康
で
責
任
感
が
あ
り
、
図
書
に
興
味
を

　

持
っ
て
い
る
人

応
募
方
法

　

自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
上
半
身

学
校
司
書
募
集

写
真
貼
付
）・
司
書
資
格
証
（
写
し
）
各
1

通
を
9
月
20
日
（
水
）
ま
で
に
、
教
育
委
員

会
総
務
課
（
菱
刈
庁
舎
2
階
）
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
20
日
必
着
。

面
接
日　

詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
―
２
７
０
１

伊
佐
市
菱
刈
前
目
２
１
０
６

教
育
委
員
会
総
務
課　
　
　

☎
㉖
１
５
１
２

第
57
回
　
明
光
祭

日
　
　
時　

9
月
17
日
（
日
）
９
時
～
15
時

※
荒
天
時
は
9
月
23
日
（
土
）

場
　
　
所　

大
口
明
光
学
園

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人

権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
を
め
ぐ
る
人
権
問
題

の
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
専
用

相
談
電
話
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん

し
ん
相
談
」
強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。
相
談
に
は
法

務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

実
施
機
関

○
鹿
児
島
地
方
法
務
局

○
鹿
児
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

実
施
期
間　

９
月
４
日
（
月
）
～
10
日
（
日
）

受
付
時
間　

平
日
８
時
30
分
～
19
時

　
　
　
　
　

土
日
10
時
～
17
時

電
話
番
号

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局

　

☎
０
５
７
０
・
０
０
3
・
１
１
０

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
９
９
・
２
５
９
・
０
６
８
４

平
成
30
年
度
牛
舎
施
設
整
備
の
助
成

　

平
成
30
年
度
中
に
牛
舎
施
設
を
建
築
す
る

人
に
建
築
費
を
助
成
し
ま
す
。

事
業
名　

伊
佐
市
牛
舎
施
設
整
備
事
業

内
　
　
容　

牛
舎
建
築
に
か
か
る
事
業
費
の

　
　
　
　
　

３
分
の
１
以
内（
上
限
50
万
円
）

要
　
　
件

　

概
ね
５
年
以
内
に
建
設
面
積
に
応
じ
た
繁

殖
用
母
牛
の
増
頭
が
見
込
ま
れ
る
人
ま
た
は

分
娩
牛
舎
や
子
牛
育
成
牛
舎
を
整
備
す
る
こ

と
で
収
益
性
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
人
。

申
込
期
限　

10
月
31
日
（
火
）

※
申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
初
め
て
の
人
を

　

優
先
し
、
抽
選
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
畜
産
係　
　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

内
　
　
容

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
・
展
示
・
バ
ザ
ー
な
ど

　

詳
細
は
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.oku
chim

eiko.ac.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

大
口
明
光
学
園　
　
　
　
　

☎
㉒
０
６
０
９

敬
老
の
日
の
無
料
入
浴

　

高
齢
者
を
敬
い
長
寿
を
祝
っ
て
、

大
口
温
泉
高
熊
荘
と
ま
ご
し
温
泉

の
利
用
料
を
無
料
と
し
ま
す
。
受
付
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

期
　
　
日　

９
月
18
日
（
月
）
敬
老
の
日

※
大
口
温
泉
高
熊
荘
は
通
常
の
休
館
日
に
あ

　

た
り
ま
す
が
特
別
に
開
館
し
ま
す
。

対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
70
歳
以

　
　
　
　
　

上
（
９
月
18
日
現
在
）
の
人

問
い
合
わ
せ
先

長
寿
介
護
課
高
齢
福
祉
係　

☎
㉓
１
３
１
１
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伊佐市からのお知らせ

イ
ヌ
マ
キ
（
庭
木
）
の
害
虫
駆
除

　

県
内
で
イ
ヌ
マ
キ
の
害
虫
「
キ
オ
ビ
エ
ダ

シ
ャ
ク
」
が
大
発
生
し
て
い
ま
す
。
市
内
で

も
多
数
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

駆
除
を
行
う
場
合
は
、
登
録
農
薬
を
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
局
所
的
な
駆
除
は

有
効
で
は
な
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
広
域
で

の
駆
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

林
務
課
林
政
係　
　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

広告

キオビエダシャク

（写真：県ホームページより）

成虫

幼虫

　

危
険
物
取
扱
者
試
験
と
そ
の
受
験
準
備
講

習
会
を
実
施
し
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日
時　

11
月
18
日
（
土
）
10
時
開
始

　
　
　
　
　

９
時
30
分
着
席　

試
験
会
場

　

鹿
児
島
市
・
南
九
州
市
頴
娃
町
・
南
九
州

市
知
覧
町
・
薩
摩
川
内
市
・
出
水
市
・
霧
島

市
・
鹿
屋
市
・
西
之
表
市
・
奄
美
市
・
天
城

町試
験
の
種
類

▽
甲
種　

危
険
物
取
扱
者

▽
乙
種　

危
険
物
取
扱
者
（
乙
種
第
１
～
６

　

類
）

危
険
物
取
扱
者
試
験

▽
丙
種　

危
険
物
取
扱
者

受
験
申
請
方
法
、
申
請
期
間
及
び
申
請
場
所

⑴
消
防
試
験
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
の
場
合

　

９
月
29
日
（
金
）
～
10
月
11
日
（
水
）

　

※
11
日
消
印
有
効

⑵
消
防
本
部
・
菱
刈
分
遣
所
・
南
消
防
署
・

　

吉
松
分
遣
所
へ
申
し
込
む
場
合

　

９
月
29
日
（
金
）
～
10
月
10
日
（
火
）

⑶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
（w

w
w

.shoubo-shiken.or.jp

）
か
ら

　

電
子
申
請
で
申
し
込
む
場
合

　

９
月
26
日
（
火
）
９
時
～
10
月
８
日
（
日
）

　

17
時

伊
佐
湧
水
危
険
物
安
全
協
会
主
催
試
験
準
備

講
習
会

い
さ
の
お
ん
が
く
た
い

【
第
92
回
】

日
　
　
程　

９
月
９
日
（
土
）
14
時
～
15
時

会
　
　
場　

伊
佐
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

出
　
　
演　

鹿
児
島
大
学
学
友
会
管
弦
楽
団

内
　
　
容　

管
弦
楽

主
な
演
奏
曲

　

歌
劇
「
カ
ル
メ
ン
」
よ
り
前
奏
曲
、
バ
レ

エ
音
楽
「
白
鳥
の
湖
」
よ
り
情
景
、「
サ
ウ

ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
ほ
か

【
第
93
回
】

日
　
　
程　

９
月
17
日
（
日
）
14
時
～
15
時

会
　
　
場　

伊
佐
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

出
　
　
演

ダ
ン
ス
：
勝
部
ち
こ
・
鹿
島
聖
子
（
コ
ン
タ

　
　
　
　

ク
ト
・
イ
ン
プ
ロ
ビ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　

グ
ル
ー
プC.I.co.

）

ピ
ア
ノ
：
蓑
茂
尚
美

主
な
内
容

　

ダ
ン
ス
も
音
楽
も
即
興
で
す
。〝
こ
の
時
、

こ
の
場
で
〟
一
緒
に
ダ
ン
ス
や
音
楽
を
作
り

ま
す
。

※
入
場
無
料
。

問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
文
化
係　

☎
㉖
１
５
７
８

　

整
備
区
域
（
菱
刈
中
央
・
菱
刈
北
部
・
平

出
水
）
に
お
住
ま
い
の
人
で
、
汲
み
取
り
式

ト
イ
レ
や
単
独
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
場

合
は
、
農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
へ
の
切
換

え
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
（
整
備
区
域
内
で
も

接
続
で
き
な
い
場
所
も
あ
り
ま
す
）。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
住
宅
下
水
道
係　
　

☎
㉓
１
３
１
１

農
業
集
落
排
水
整
備
区
域
に
お
住
ま

い
の
人
へ

　

計
量
法
に
よ
り
、
水
道
メ
ー
タ
ー
は
８
年

で
取
り
替
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
が
委
託
す
る
市
内
の
管
工
事
組
合
等
が

対
象
の
ご
家
庭
に
伺
い
、
無
料
で
交
換
し
ま

す
。
メ
ー
タ
ー
器
本
体
は
貸
与
と
な
り
ま
す

９
月
の
市
水
道
メ
ー
タ
ー
器
取
替
え

の
で
、
管
理
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

対
象
の
ご
家
庭
に
は
事
前
に
検
針
票
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
大
口
地
区
】

　

山
之
口
・
上
ノ
馬
場
・
上
ノ
馬
場
上
・
麓

町
・
金
波
田
・
包
ノ
原
・
並
木

【
菱
刈
地
区
】　
上
内
之
宮
・
麓
後
・
本
町

取
替
え
に
つ
い
て
の
お
願
い

▽
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な

　

い
で
く
だ
さ
い
。

▽
不
在
時
で
も
作
業
を
行
い
、
取
替
済
の
お

　

知
ら
せ
を
郵
便
受
け
等
に
入
れ
て
お
き
ま

　

す
。

問
い
合
わ
せ
先

水
道
課
管
理
係　
　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１
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広告

計量器（はかり）の定期検査
　取引や証明上の計量で使用している「非自動はかり」や

「分銅」、「おもり」等の特定計量器の定期検査を行います。

①商取引に使用中の計量器（商業者）
②業務上公に一定の事実を証明する計量器
　（医院・薬局・学校・保育所・官公庁）
③もみすり業者・集荷業者で使用する計量器

日程 時間 検査会場

  ９月
  ６日（水）

10:30 ～ 14:30  伊佐市役所菱刈庁舎
15:30 ～ 16:30  田中校区集会施設

  ７日（木）
    9:00 ～ 11:30  本城校区集会施設
13:00 ～ 14:30  西太良地区コミュニティセンター

11 日（月）
11:00 ～ 13:30  山野基幹集落センター
14:30 ～ 16:00  羽月地区公民館

12 日（火）     9:00 ～ 16:30  伊佐市体育センター

13 日（水）     9:00 ～ 15:00  伊佐市体育センター

㊟計量器１台ごとに検査手数料が必要です。
※今回の定期検査を受けなかった場合は、後日、鹿児島
　県計量協会等で検査を受けることになります。

検査対象
計量器

問い合わせ先　企画政策課政策第３係　☎㉓１３１１

種
　
　
別　

乙
種
第
４
類

日
　
　
時　

11
月
３
日
（
金
）
９
時
～
17
時

場
　
　
所　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階

　
　
　
　
　

会
議
室
４

受
講
料

　

２
、
６
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

※
テ
キ
ス
ト
の
み
の
注
文
も
で
き
ま
す
。

受
講
申
込

　

消
防
本
部
・
菱
刈
分
遣
所
・
南
消
防
署
・

吉
松
分
遣
所
に
受
講
料
を
添
え
て
、
10
月
５

日
（
木
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
湧
水
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課
危
険

物
係　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
０
１
１
９

交
通
安
全
に
関
す
る
お
知
ら
せ

◆
自
転
車
の
安
全
確
保
の
た
め
に
！

　
『
か
ご
し
ま
県
民
の
た
め
の
自
転
車
の
安

全
で
適
正
な
利
用
に
関
す
る
条
例
』
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
次
の
項
目
は
、
10
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

○
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
等
へ
の
加
入
義
務

○
同
乗
す
る
幼
児
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
さ

　

せ
る
義
務

○
保
護
者
が
中
学
生
以
下

　

の
子
ど
も
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　

を
着
用
さ
せ
る
義
務

事
　
　
例

　

小
学
生
が
自
転
車
事
故
を
起
こ
し
、
被
害

者
は
意
識
不
明
で
寝
た
き
り
の
状
態
。

　

➡　

約
９
、
５
０
０
万
円
の
損
害
賠
償
を

　
　
　

命
じ
ら
れ
た
。

※
現
在
、
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、

　

必
ず
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

◆
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

期
　
　
間　

９
月
21
日
（
木
）
～
30
日
（
土
）

　
「
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー　

乗
せ
て
走
ろ
う　

秋
の
道
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

正
し
く
守
り
、
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
大
切
な
家
族
や
周
囲
の
人
に
も

交
通
安
全
に
つ
い
て
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確
保

　

と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗

　

用
中
の
交
通
事
故
防
止

③
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

　

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
交
通
消
防
防
災
係　

☎
㉓
１
３
１
１
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伊佐市からのお知らせ

日　　時　９月 10 日（日）９時 15 分～
場　　所　菱刈中学校グラウンド
問い合わせ先　菱刈中学校　☎㉖００４７

　新校旗のお披露目と菱刈
地区総踊りが行われます。

第 50 回
体育大会

菱刈中学校　創立 50 周年記念

　

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
産
業
廃
棄

物
で
あ
り
、
排
出
事
業
者
（
農
家
）
の
責
任

で
処
理
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
処
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時　

９
月
13
日
（
水
）　

▽
大
口
地
区　

8
時
～
12
時

▽
菱
刈
地
区　

13
時
～
15
時
30
分

収
集
処
分
場
所　

㈱
三
宝
保
全　
　

　

伊
佐
市
大
口
宮
人
１
１
９
１
―
７
３

☎
㉘
２
８
８
８

収
集
対
象
品
目

　

農
業
用
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
、
ハ
ウ
ス
用
被

覆
ビ
ニ
ー
ル
、
ト
ン
ネ
ル
用
被
覆
ビ
ニ
ー
ル
、

農
薬
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
、
肥
料
袋
、
飼
料

ラ
ッ
ピ
ン
グ
用
フ
ィ
ル
ム
、
育
苗
箱
、
育
苗

ポ
ッ
ト
等

※
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
・
フ
イ
ル
ム
等
は
裁
断

　

処
理
す
る
た
め
、
な
る
べ
く
小
さ
く
折
り

　

た
た
み
、
ビ
ニ
ー
ル
紐
で
縛
っ
て
持
ち
込

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
処
理

　

ん
で
く
だ
さ
い
。
家
庭
ご
み
は
捨
て
ら
れ

　

ま
せ
ん
。

※
農
薬
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
は
、
中
の
薬
剤

　

が
無
い
の
を
確
認
し
、
水
で
中
を
３
回
以

　

上
洗
浄
し
て
か
ら
、
潰
さ
ず
に
ポ
リ
袋
に

　

入
れ
て
運
搬
し
て
く
だ
さ
い
。

処
分
料
金　

1
㎥
当
り
２
、
４
９
０
円

産
業
廃
棄
物
税　

1
㎥
当
り
３
５
０
円

経
費
負
担
割
合

　

市
：
３
分
の
１
以
内
、
農
協
：
３
分
の
１

以
内
（
上
限
有
り
）

そ
の
他

○
補
助
金
は
後
日
精
算
し
ま
す
。

○
処
分
料
金
と
印
鑑
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ

　

い
。

○
伊
佐
地
域
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
適

　

正
処
理
推
進
協
議
会
で
搬
入
物
の
検
査
、

　

量
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

※
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
等
を
運
搬
す

　

る
場
合
、
車
両
の
表
示
及
び
書
面
の
備
え

　

付
け
が
必
要
で
す
。
不
備
が
あ
る
場
合
は

　

罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
野
焼
き
や
山
林
等
へ
の
不
法
投
棄
は
も
ち

　

ろ
ん
、
自
家
焼
却
や
自
家
所
有
地
へ
の
埋

　

め
立
て
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
地
域
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
適
正

処
理
推
進
協
議
会
事
務
局
（
北
さ
つ
ま
農
業

協
同
組
合
伊
佐
配
送
セ
ン
タ
ー
）

☎
㉖
４
１
１
１

９
月
の
伊
佐
自
然
体
験
活
動

　

魚
と
り
や
砂
金
す
く
い
を
楽
し
も
う
。
食

の
体
験
も
あ
り
ま
す
。

日
　
　
時　

９
月
17
日
（
日
）
10
時
～
13
時

　
　
　
　
　

受
付
９
時
30
分
～

場
　
　
所　

羽
月
川
（
轟
公
園
横
）

対
象
者　

未
就
学
児
～
中
学
生
と
そ
の
保

　
　
　
　
　

護
者

定
　
　
員　

先
着
40
人

参
加
費　

無
料　
　

準
備
す
る
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
着
替
え
、

　
　
　
　
　

ぬ
れ
て
も
脱
げ
に
く
い
履
物

申
込
方
法　

9
時
以
降
に
電
話
で
申
し
込
み

　
　
　
　
　

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

９
月
10
日
（
日
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク　

☎
０
８
０
・
２
７
８
２
・
１
１
３
９

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係　

☎
㉓
１
３
１
１

大
口
高
校
芸
術
鑑
賞
会

　

生
徒
向
け
の
芸
術
鑑
賞
会
を
、
地
域
活
動

の
一
環
と
し
て
無
料
で
一
般
開
放
し
ま
す
。

日
　
　
時　

９
月
７
日
（
木
）

　

14
時
40
分
開
演
（
14
時
20
分
開
場
）

会
　
　
場　

伊
佐
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

出
　
　
演　

鹿
児
島
大
学
学
友
会
吹
奏
楽
団

　

大
口
高
校
音
楽
部
と
の
合
同
演
奏
も
あ
り

ま
す
。

※
未
就
学
児
童
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

大
口
高
等
学
校　
　
　
　
　

☎
㉒
１
４
４
１

チ
ェ
ン
ソ
ー
講
習
会
・
竹
材
の
出
荷

助
成

◆
竹
林
整
備
に
必
要
な
技
能
取
得
の
講
習
会

　

市
内
の
竹
林
整
備
を
進
め
、
タ
ケ
ノ
コ
、

竹
材
な
ど
の
資
源
の
活
用
を
図
る
た
め
に
、

チ
ェ
ン
ソ
ー
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

竹
林
整
備
従
事
者
は
受
講
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

講
習
期
間　

９
月
16
日
（
土
）
～
17
日
（
日
）

場
　
　
所　

伊
佐
森
林
組
合

定
　
　
員　

20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◆
パ
ル
プ
用
竹
材
の
出
荷
助
成

助
成
金
額　

１
㎏
あ
た
り
１
・
５
円

助
成
要
件　

市
内
の
竹
林
で
生
産
さ
れ
た
竹

　
　
　
　
　

材
（
長
さ
２
・
５
ｍ
か
３
ｍ
）

出
荷
先　

菱
刈
木
材
工
業
㈱

　

伊
佐
市
菱
刈
田
中
１
９
９
３
―
1

☎
㉖
０
０
７
０

助
成
期
限　

平
成
30
年
３
月
31
日
（
土
）

問
い
合
わ
せ
先　

林
務
課
林
政
係　
　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１
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（
７
月
３
日
～
７
月
24
日
受
付
分
）

阿
萬　

夏な
つ
き暉
（
英
治
・
未
来
／
堂
山
）

内
門　

凜り
お
ん音
（
英
一
郎
・
千
穂
／
里
町
）

内
野　

楓
か
え
で
（
伸
哉
・
早
紀
／
堂
崎
）

大
久
保　

咲さ
く
や陽
（
祐
介
／
里
町
）

國
武　

ゆ
う
み
（
昭
裕
・
麻
実
／
下
市
山
）

窪
田　

琴き
い唯
（
辰
聖
・
理
穂
／
上
之
馬
場
）

栗
須　

朱あ
か
り里
（
正
教
・
朋
子
／
重
留
西
）

坂
口　

七な
な渚
（
勇
気
・
由
香
／
松
木
原
）

竹
之
内　

藍あ
い
か花
（
宏
昭
・
幸
江
／
下
青
木
）

竹
之
内　

瑛え
い
た太
（
宏
昭
・
幸
江
／
下
青
木
）

種
市　

さ
ゆ
（
悟
・
由
香
理
／
小
水
流
）

古
里　

理り
と人
（
勇
人
・
理
沙
／
薬
師
）

前
原　

湊み
な
と斗
（
健
太
・
理
恵
／
徳
辺
上
）

湯
地　

奏か
な
た太（

紀
幸
・
志
保
子
／
湯
之
尾
新
町
）

吉
満　

心か
な
で奏
（
大
地
・
舞
／
木
崎
）

※
子
氏
名
（
父
の
名
・
母
の
名
／
自
治
会
名
）

　

父
ま
た
は
母
の
み
の
掲
載
も
可
能
で
す
。

（
７
月
１
日
～
７
月
29
日
受
付
分
）

大
口
地
区

島
田　

利
夫　
　
　

87
（
下
青
木
）

島
畑　

重
雄　
　
　

79
（
上
原
田
）

下
城　

正
巳　
　
　

86
（
下
青
木
）

益
﨑　

ト
ヨ
子　
　

84
（
上
青
木
中
）

本
村　

ア
ヤ
子　
　

97
（
下
青
木
）

山
野
地
区

上
塩　

タ
エ
子　
　

84
（
石
井
）

久
保　

チ
ト　
　
　

96
（
境
目
）

鶴
田　

敏
行　
　
　

64
（
春
村
）

登
立　

良
子　
　
　

81
（
堺
町
）

濱
﨑　

光
江　
　
　

78
（
敬
寿
園
）

胸
元　

カ
ズ
エ　
　

93
（
竹
屋
敷
）

羽
月
校
区

小
野
原　

カ
ズ
子　

91
（
大
島
北
）

木
ノ
上　

和
雄　
　

86
（
崎
山
）

広告

診療科 受付時間 月 火 水 木 金 土

外 科 野間 ・吉満 濵田 野間 ・吉満 × 野間 ・濵田
大学病院から
の当直医師

整形外科 寺田 ・小倉 寺田 ・山下 寺田 ・山下 寺田 ・小倉 寺田 ・山下 ×
内 科 高橋 ・満田 高橋 ・久保 高橋 ・久保 久保 ・満田

高橋 ・久保
満田 ×

内科小児科 黒島(恵) × × 黒島(恵) × ×
篠原 篠原 × 篠原 篠原 篠原

１４：００ ～
１６：３０ 迄

篠原 篠原 × 篠原 篠原 ×
※ 救急患者様は24時間対応いたします。

※ 耳鼻咽喉科の午後の受付時間を延長いたしました。

ホームペ ！

寺田病院 外来診療担当医 TEL ０９９５－２２－１３２１

１１：００ 迄

耳鼻咽喉科

嶋　

正
美　
　
　
　

65
（
大
住
）

西
田　

ツ
ミ
エ　
　

85
（
田
代
）

山
下　

ト
キ　
　
　

92
（
宮
人
）

西
太
良
地
区

立
石　

兼
広　
　
　

56
（
曽
木
）

山
口　

定
子　
　
　

83
（
田
代
）

米
森　

昭
光　
　
　

88
（
川
西
）

菱
刈
地
区

假
屋　

福
𠮷　
　
　

80
（
築
地
）

西
園　

博　
　
　
　

76
（
重
留
東
）

林
田　

ナ
ツ　
　
　

88
（
桜
馬
場
）

脇
迫　

利
德　
　
　

82
（
千
鳥
）

【今月の表紙】

　今回の特集「DMO」を一緒に取り組むさつま町
と伊佐市をつなぐ新曽木大橋（平成 23 年 11 月５
日開通）。近くで見るとすごい迫力です。

　自分に適した運動を
し、ケガを予防するた
めには、自分の体力を
知っておくことが大切

です。今の自分のカラダ年齢を測定してみませんか。
日　　時　９月 25 日（月）19 時～
場　　所　菱刈農業者トレーニングセンター
対 象 者　20 歳～ 64 歳男女
調査項目　握力測定・上体起こし・長座体前屈・反
　　　　　 横とび・20 ｍシャトルラン・立ち幅跳び
持 参 品　屋内シューズ、タオル、飲み物等
申込期限　９月 22 日（金）
申込・問い合わせ先　文化スポーツ課スポーツ係

☎㉖１５７８・　 ㉖１０５５

運動能力
   体力調査
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人口のうごき

H29. ８. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）
◆ ◆

こ
れ
ま
で
の
「
ま
ち
の
話
題
」
で
も
よ
く

取
り
上
げ
て
い
ま
す
が
、
舞
台
や
ス
ポ
ー
ツ
、

農
業
や
畜
産
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
若
者

の
活
躍
を
耳
に
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
今
は
大
会
等
が
多
い
時
期
的
な

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
な
ん
だ
か
伊
佐
の
パ

ワ
ー
を
感
じ
て
、
嬉
し
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。

パ
ワ
ー
と
い
え
ば
、
夏
祭
り
に
見
た
チ
ー

ム
ち
む
ど
ん
の
踊
り
と
ダ
ン
ス
バ
ト
ル
が
と

っ
て
も
パ
ワ
フ
ル
で
印
象
的
で
し
た
。
ち
む

ど
ん
は
こ
の
日
、
新
メ
ン
バ
ー
を
加
え
て
の

初
大
舞
台
で
、
力
強
く
美
し
い
踊
り
を
披
露

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
バ
ト
ル
で
は
元

気
あ
ふ
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
歓
声
が
沸

き
、
各
々
の
個
性
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

何
か
を
全
力
で
、
熱
中
し
て
取
り
組
む
姿

は
と
て
も
か
っ
こ
い
い
で
す
。
皆
さ
ん
に
感

化
さ
れ
て
、
私
も
ま
ず
は
興
味
の
あ
る
こ
と

か
ら
始
め
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

総人口　26,744 人　  （－       25）
　男　　12,428 人　  （－       13）
　女　　14,316 人　  （－       12）
世帯数　13,668 世帯  （－         5）

検索

ｎ
ａ
ｇ
ｏ
ｍ
ｉ
　
ｎ
ｏ
　
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｂ
ａ

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏの ひろば
ｎａｇｏｍｉ

　このコーナーでは、「お
便り」や「写真」をお待ち
しています。

【投稿について】
◆お便りは 200 文字以内。
　写真は１枚につき 50 文
　字以内。（文章は、必要
　に応じて添削します）
◆住所・氏名・年齢・電話
　番号・ペンネーム（記入
　がない場合イニシャルで
　掲載）を記入の上、ご投
　稿ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　ＦＡＸ・メールまたは直
　接伊佐ＰＲ課（大口ふれ
　あいセンター２階）へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。
◆投稿者の中から抽選でプレゼ
　ントが当たります。当選者の
　発表は商品の発送をもってか
　えさせていただきます。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里２８４５番地２
伊佐ＰＲ課

「和みのひろば」係
☎�４１１３

㉒９４２０
koho@city.isa.lg.jp

10
月
号
のプレ

ゼ
ン
ト

乾椎茸 40g
いちごジャム

160g

（特産協会提供）

６
月
の
あ
る
金
曜
日
。
仕
事
が
終
わ
り
、
帰
ろ

う
と
し
て
い
た
所
、
携
帯
電
話
のLIN

E

が
鳴
っ

た
。
姶
良
に
居
る
次
男
か
ら
の
「
今
か
ら
、帰
る
」

と
の
連
絡
…
私
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。

翌
日
、
私
が
仕
事
か
ら
帰
る
と
家
に
見
慣
れ
な

い
物
が
置
い
て
あ
っ
た
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
だ

っ
た
。
主
人
に
聞
く
と
次
男
が
父
の
日
、
母
の
日

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
の
だ
と
言
う
。

私
は
思
わ
ず
泣
い
て
し
ま
っ
た
。
主
人
も
少
し

目
が
赤
く
な
っ
て
い
た
。
あ
り
が
と
う
と
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。　
　
　

（
山
野　

ゆ
き
ち
ゃ
ん　

50
代
）

海
音
寺
潮
五
郎
、
古
関
裕
而
両
大
家
に
よ
る
大

口
高
校
校
歌
の
事
を
、
和
み
の
ひ
ろ
ば
8
月
号
で

観
せ
て
頂
き
、
63
年
前
私
が
大
口
高
校
生
の
と
き

校
歌
が
で
き
、
音
楽
部
員
で
練
習
し
た
事
を
、
懐

か
し
く
思
い
出
し
、
感
激
致
し
て
お
り
ま
す
。

（
大
口
東　

Ｙ
・
Ｎ　

70
代
）

　

ゆ
き
ち
ゃ
ん
さ
ん
、
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
息

子
さ
ん
の
優
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
私
も
心

が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。

　藤井四段を目指せ !!
忠元桜まつりと伊佐市夏まつ
りで将棋対局。真剣に楽しく
指す子供達です。

（針持　御隠居　60 代）




